A Cross-Sectional Study of the Ecology of Skill Development in Young Children’s Learning to Put on Shoes by 甲賀 崇史







申請者氏名 甲賀 崇史 
学位の種類 博士（人間科学） 
論文題目（和文） 幼児の靴履き行動におけるスキル発達の生態学に関する横断研究 
論文題目（英文） A Cross-Sectional Study of the Ecology of Skill Development in Young 




実施場所 早稲田大学 所沢キャンパス100号館    第一会議室 
 
論文審査委員 
 所属・職位 氏名 学位（分野） 学位取得大学 専門分野 
主査 早稲田大学・教授 根ケ山 光一 博士（人間科学） 大阪大学 発達行動学 
副査 早稲田大学・教授 外山 紀子 博士(学術)  東京工業大学  発達心理学 
副査 早稲田大学・教授 古山 宣洋 Ph.D.（Psychology） シカゴ大学 生態心理学 































































































3.5.1 行動の発達を論じる場合、環境・心・身体の 3 要素の相互関連性が問題とな
るが、本論文は興味深い着眼点と妥当な方法論でそれを適切に行っており、
行動発達の枠組みを大きく拡張する可能性に富んでいる。 
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5 結論 
以上に鑑みて、申請者は、博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認め
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